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問 　
子
ど
も
た
ち
が
生
き
て

い
る
だ
け
で
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ら
れ
る
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
地
域

で
育
ち
合
う
居
場

所
づ
く
り
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答 　
本
市
は
、
学
校

で
も
家
庭
で
も
な

い
、
第
３
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く

り
を
行
う
た
め
、

こ
ど
も
食
堂
や
地

域
学
習
支
援
、
中

高
生
世
代
交
流
施

設
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ

問 　
障
害
者
優
待
乗
車
券
制

度
の
う
ち
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
に
つ
い
て
、
利

用
方
法
の
改
善
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

問 　
２
０
１
１
年
に
策
定
し

た
緑
の
基
本
計
画
で
目
標

に
掲
げ
て
い
る
市
民
１
人

当
た
り
の
都
市
公
園
面
積

の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
く
。

答 　
市
民
1
人
当
た
り
の
都

市
公
園
面
積
は
、
２
０
１

１
年
の
７
・
07
平
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
７
・
５
平
方
メ
ー

問 　
海
岸
線
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
を
生
か
し
た
自

転
車
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

の
認
識
を
問
う
。

答 　
本
市
は
、
平
成
28
年
度

に
自
転
車
利
用
環
境
向
上

計
画
を
策
定
し
、
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
や
駐
輪
場
の

整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

Ｉ
ユ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
」
の

運
用
な
ど
を
行
って
い
る
。

　

 　
明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
ど
も
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
背
景
に
は
不

登
校
の
ほ
か
、
貧
困
や
虐

待
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
の
子
ど
も
に

対
し
、
多
様
な
居
場
所
や

学
び
を
保
障
す
る
支
援
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。そ

の
た
め
、
関
係
者
か
ら
安

全・安
心
が
確
約
さ
れ
、あ

り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら

れ
る
場
所
が
必
要
と
の
意

問
う
。

答 　
同
制
度
の
目
的
は
、
障

害
者
の
外
出
機
会
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
自
立
の

援
助
や
社
会
参
加
を
促
進

す
る
こ
と
だ
。
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
は
、
身
体
障

害
者
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者

１
級
の
人
が
対
象
で
、
５

０
０
円
の
割
引
券
を
年
間

48
枚
交
付
し
て
い
る
。
利

用
券
は
、
指
定
タ
ク
シ
ー

事
業
者
を
利
用
し
た
場
合

に
１
乗
車
に
付
き
２
枚
ま

で
使
用
で
き
、
タ
ク
シ
ー

の
乗
り
降
り
の
ど
ち
ら
か

が
市
内
で
あ
れ
ば
使
用
で

き
る
。
ま
た
、
車
い
す
で

乗
車
で
き
る
介
護
タ
ク
シ

ー
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
使
用
枚

数
の
上
限
が
あ
る
た
め
、

利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

 　
今
後
、
高
齢
者
等
の
移

動
支
援
の
あ
り
方
検
討
会

に
お
い
て
、
障
害
者
も
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、

移
動
手
段
の
確
保
や
優
待

乗
車
券
制
度
の
改
善
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く

考
え
だ
。

子どもがありのままでいられる
多様な居場所や学びの保障
公設民営の居場所づくりを検討

障害者の移動支援
福祉タクシー利用券
利便性向上へ検討進める

自転車でにぎわいづくり
明石の魅力を存分に
サイクリングロード

１人１台のタブレットを配備

AKASHI ユーススペース

景観のよい海岸線を走る

見
を
参
考
に
、
取
り
組
み

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

く
考
え
だ
。　
　

　

 　
今
後
は
、
柔
軟
な
支
援

が
行
え
る
民
間
が
運
営
す

る
施
設
と
も
連
携
し
、
公

設
民
営
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
も
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

問 　
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育

を
目
指
し
、
１
人
１
台
の

学
習
端
末
を
整
備
す
る
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
今
春
か
ら
動
き
出
す

予
定
だ
が
、
準
備
は
万
全

か
。

答 　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

備
は
令
和
３
年
２
月
末
、

各
学
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
工

事
は
３
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
予
定
だ
。
な
お
、
昨

年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

臨
時
休
校
な
ど
の
際
は
、

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
持
ち
帰
ら
せ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ

る
遠
隔
で
の
家
庭
学
習
に

活
用
す
る
こ
と
も
想
定
し

て
い
る
。そ
の
際
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
家
庭

に
は
貸
出
用
と
し
て
、
９

０
０
台
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
を
準
備
す
る
。

　

 　
教
員
に
対
し
て
は
、
少

し
で
も
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

に
慣
れ
、
授
業

で
活
用
で
き
る

よ
う
、
２
年
11

月
か
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
研
修
を

行
い
、
12
月
か

ら
は
学
校
現
場

で
中
心
と
な
る

人
材
を
育
成
す

る
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な

実
践
事
例
を
積
み
上
げ
、

全
校
で
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
の
次
期
候
補
者
と
し
て
、

再
任
２
人
、
新
任
２
人
の
４

人
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
再

任
は
、増ま
す

本も
と

賀よ
し

英ひ
で

氏（
69
歳
・

二
見
町
東
二
見
）
、
安や
す
田だ

政ま
さ

義よ
し

氏（
69
歳
・
西
明
石
町
３

丁
目
）
、
新
任
は
、
奥お
く
住ず
み
貴き

美み

子こ

氏（
65
歳
・
松
が
丘
北

町
）、上う
え

田だ

久ひ
さ

代よ

氏（
69
歳
・

大
久
保
町
高
丘
７
丁
目
）
で

す
。
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

は
13
人
で
任
期
は
３
年
で
す
。

で
困
っ
て
い
る
人
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア

相
談
を
実
施
し
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
新
た

に
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
開
設
し
た
。
若
年
層

の
対
策
と
し
て
は
、
相
談

の
入
口
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー

ル
等
も
活
用
し
、
そ
の
後

に
面
接
や
訪
問
を
行
う
な

ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
は
、
人
に
も
環

境
に
も
や
さ
し
い
乗
り

物
で
あ
り
、
活
用
の
推

進
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
・
明
石
の
実
現
に
寄

与
す
る
と
考
え
る
。

　

 　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
、大
観
橋
西
詰（
南

王
子
町
）
か
ら
姫
路
市

ま
で
の
約
35
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
市
域
内
の

ル
ー
ト
は
、
明
石
海
峡
や

淡
路
島
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
景
観
の
良
さ
や
多
く

の
休
憩
施
設
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
が

選
定
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ト

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

 　
今
後
は
、
大
蔵
海
岸
に

向
か
う
市
独
自
の
ル
ー
ト

の
設
定
や
、
自
転
車
で
淡

路
島
一
周
を
す
る
人
の
た

め
に
明
石
駅
周
辺
を
整
備

す
る
な
ど
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
受
け
入
れ
体
制
を
調

査
研
究
し
、
さ
ら
な
る
ま

ち
の
好
循
環
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問 　
自
殺
防
止
対
策
の
う
ち
、

特
に
若
年
層
の
対
策
に
つ

い
て
聞
く
。

答 　
本
市
は
、
平
成
30
年
度

に
明
石
市
自
殺
対
策
計
画

を
策
定
し
、
市
全
体
で
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
雇
用
不
安

や
生
活
困
窮
、
孤
立
等
を

背
景
に
全
国
的
に
自
殺
者

が
増
加
し
て
い
る
。
本
市

も
令
和
２
年
10
月
末
時
点

で
前
年
を
上
回
り
、
取
り

組
み
強
化
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。

　

 　
本
市
の
傾
向
と
し
て
は
、

行
政
等
に
相
談
せ
ず
、
１

人
で
深
刻
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
い
た
め
、

き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。
心
の
悩
み

ト
ル
へ
増
や
す
目
標
で
あ

っ
た
が
、
昨
年
４
月
時
点

で
６
・
91
平
方
メ
ー
ト
ル

に
減
少
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
予
想
以
上
の
人
口
増

加
と
４
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
県
立
明
石
西
公
園

が
都
市
公
園
で
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
た

だ
し
、
市
内
の
公
園
全
体

の
面
積
は
、
区
画
整
理
に

よ
る
整
備
な
ど
に
よ
り
約

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
て

い
る
。
住
宅
開
発
と
併
せ

た
公
園
整
備
の
ほ
か
、
誰

も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
を
設
置
す

る
（
仮
称
）
17

号
池
公
園
の
整

備
を
進
め
る
な

ど
、
身
近
で
利

用
し
や
す
い
公

園
を
増
や
す
取

り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

 　
新
た
な
緑
の

基
本
計
画
策
定
に
お
い
て

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏

ま
え
、
公
園
整
備
や
緑
化

を
推
進
し
て
い
く
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
始
ま
る

�

子
ど
も
の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を

　
公
園
整
備
や
緑
化
の
推
進

市
内
の
公
園
面
積
は
増
加
も

�

緑
の
基
本
計
画
の
目
標
に
届
か
ず

人
権
擁
護
委
員

�

推
薦
に
同
意

若
年
層
へ
の

 

自
殺
防
止
対
策

�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用


